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ひがし い や やまそん

三好市「旧東祖谷山村」（以下旧村）は，徳島県
つるぎ

の中央西部，東四国山地の中央に位置し，周囲を剣
さん み うね てん ぐ づか とうのまる や はずやま

山，ジロウギュウ，三嶺，天狗塚，塔丸，矢筈山，
え ぼ し やま

烏帽子山など徳島県を代表する高峰に取り囲まれた

面積約２２８.６�の地域である（写真１）。最高標高は，
徳島県最高地点でもある剣山山頂の１９５４.７mで旧村

い や がわ

の最東端に位置する。最低標高は，祖谷川下流の約

４２０mで旧村の西に位置する。吉野川の支流である

祖谷川が剣山に源流を発し，東から西へ地域を貫流

し，その本支流の両岸山腹に集落が散在している。

旧村役場は，平成の大合併前の徳島県５０市町村役場

の中で最高標高となる約５２０mに位置している。統

計によれば旧村面積の約９４％が林野であり，人工林

が５３％，天然林が３５％，草原が５％，その他１％と

なっている。人工林の樹種のほとんどはスギで旧村

全域にわたり１２００～１３００mの高標高域まで植林さ

れている。間伐等の管理は充分とはいえず，中折れ

や倒木も見られる。旧村南部の高知県境沿いと，旧

村北部の矢筈山～烏帽子山の概ね標高１３００m以上

には，県内では最大規模のスズタケ－ブナ群落が広

がっている。またその下部にはクリ－ミズナラ群落

が分布している。コナラ群落も谷川沿い斜面に散在

分布している。高標高の三嶺から牛の背にかけての
かんぽう

尾根にはコメツツジ群落が，落合峠から寒峰，土佐

矢筈山周辺尾根にはササ群落が拡がっている。所有
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三好市「旧東祖谷山村」の野鳥生息状況
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要旨： 三好市「旧東祖谷山村」における２００５年１２月～２００６年１１月の観察で，森林や渓流の豊かな自然環境を示

唆する種であるクマタカやヤマセミなど１２目３２科８５種の野鳥を記録した。生息環境で分けると，山野の鳥が７４

種（８７％）と大半を占めており，水鳥あるいは水辺の鳥は１１種（１３％）と少数であった。徳島県版レッドデー

タブック記載種では，ミゾゴイ，オシドリ，ジュウイチ，ヨタカ，カヤクグリ，ホシガラスなど１８種が記録さ

れた。県内では記録の少なかった野生化種のソウシチョウが剣山周辺で記録され，類似環境に生息する野鳥と

の競合が危惧される。野生獣類もニホンジカなど７種を確認した。ヒトの生活にみぢかな野鳥であるスズメは

確認されなかった。

キーワード： 東祖谷，剣山，祖谷川，野鳥，ソウシチョウ

写真１ 剣山から西方を望む
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形態では，旧村の国公有林比率は５１％と県全体の

１７％に比して高率であり，これが県内では最大規模

の天然林や鳥獣保護区の現存に関連しているものと
もり

思われる。村内各所の神社の杜は，周辺の山林と連

続しており，大木も多く残っている。耕作地は集落

周辺に散在するが，多くは斜面畑であり耕作放棄地

も目立つ。水田耕作は落合地区の小面積で認めたの
さ じき きょうばしら

みであった。放牧場が桟敷峠と京柱峠に開設されて

いる。前者では現在も春～初秋に牛が放牧されてい

るが，後者は過去１０数年使用されていない。水域は

祖谷川の本支流のみである。ほとんどが渓流だが，

ダムや取水堰のため流量の少ない範囲が多く，また，

河川や道路の工事による濁りをしばしば認めた。名

頃ダム湖と松尾川ダム湖では貯水量が増加した時は

水面が広がり，減少した時には堆砂の川原が広がっ

ていた。

旧村内の鳥獣保護区等としては，東部に剣山山系
すげおいかげ

鳥獣保護区（８３３０haの半分弱）と菅生蔭銃猟禁止

区域（４８ha）が設定されている。

野鳥の多くの種の生息には季節性があるため，調

査期間は，２００５年１２月から２００６年１１月の約１年とし

た。観察範囲は旧村全域としたが，１２月～３月まで

は積雪のため，高標高域の観察はほとんど実施でき

なかった。双眼鏡および望遠鏡で姿を，あるいは特

徴的な鳴き声で確認した野鳥について，その種名と

個体数を記録した。また，野鳥観察中に遭遇した野

生哺乳類についても記録した。観察地を地名のみで

表現することは困難であり，環境庁自然環境保全基

礎調査用地図の，３次メッシュコードの下４桁を併

記した（図１）。
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旧村の特徴は，四国の屋根ともいえる剣山を代表

とする高峰群であり，今回調査でも主要な観察範囲

であった。

����
剣山は，鳥獣大規模生息地として，国設鳥獣保護

区および特別保護地区も設定されている徳島県を代

図１ 旧「東祖谷山村」調査用メッシュ地図

三好市「旧東祖谷山村」の野鳥生息状況／鳥類班
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表する山地森林生息性の野鳥生息環境である。今回
いち う そん み の こし

調査では，旧一宇村境から見ノ越までの国道沿いと，

見ノ越から剣山山頂・ジロウギュウ山頂までの登山

路沿いで，４月～１１月に観察したものを，剣山の記

録として記載する。
まるざさやま

国道沿いは，丸笹山の南西斜面で，まだ若い落葉

広葉樹二次林となっている。この地域では，近年，

初夏にコルリの生息が確認されるようになってお

り，今回調査でも頻繁に観察された。コルリは本州

の中部以北に夏鳥として渡来繁殖することが知ら

れ，四国では旅鳥とされている。巣や雛は未確認だ

が，剣山でも繁殖していることは間違いなかろう。

見ノ越から標高１６００m付近までは，冷温帯・落葉

広葉樹林帯で，その下部の祖谷川南岸から連続する

ブナ，ミズナラ，カエデ類などの天然林となってい

る。この地域では，初夏，ミソサザイ（写真２），ゴ

ジュウカラなどの留鳥とともに，コマドリ（写真３），

ヤブサメ，キビタキ，オオルリ（写真４）などの夏

鳥が加わり，繁殖行動が見られた。

また，主に本州中部以北に夏鳥として渡来し繁殖

するとされるアカハラ（写真５）が，５月～８月の

繁殖時期に頻繁に観察された。

標高１６００～１７００m前後の西島付近はウラジロモ

ミやダケカンバが優勢な林となっている。クロジ（写

真６）は本州中部以北で繁殖し，徳島県では主に低地

の常緑広葉樹林に冬鳥として渡来する種だが，１９９７

年７月に当地のダケカンバ林林床の笹藪でその繁殖

が確認されている。現在，剣山が繁殖の南限地となっ

ている。今回調査でも，８月に若鳥を確認した。ま

た，この地域では，他の鳥の巣に卵を産み子育てを
たくらん

任せる「托卵」習性を特徴とするカッコウ類；ジュ

ウイチ（写真７），カッコウ（写真８），ツツドリ，

ホトトギスもにぎやかであった。

標高１８００m付近から山頂直下まで亜寒帯・針葉

樹林帯でシコクシラベの林が形成されている。この

付近では，亜高山帯の針葉樹林・落葉広葉樹林を繁

殖地とするルリビタキやメボソムシクイが観察さ

れ，過去には繁殖確認もされている。さらに，北海

道の針葉樹林で繁殖し，四国には冬鳥として渡来す

るマヒワ（写真９）の小群が繁殖期に相当する６月

に観察された。

剣山からジロウギュウまでの尾根と山頂部は，シ

コクザサを主植生とする風衝草原となっている。ビ

ンズイは，主に本州中部以北の亜高山帯の笹原で繁

殖し，徳島県では当地でしか繁殖記録がない種であ

る。今回調査では繁殖は確認できなかったが，５

月，７月と繁殖期の生息を確認した。

今回調査において，剣山で記録された種は前記を

含め，次の５０種である。

ハチクマ，トビ，ノスリ，サシバ，ヤマドリ，ア

オバト，ジュウイチ，カッコウ，ツツドリ，ホトト

ギス，アマツバメ，アカショウビン，アオゲラ，オ

オアカゲラ，コゲラ，ツバメ，イワツバメ，キセキ

レイ，ビンズイ，ヒヨドリ，モズ，ミソサザイ，カ

ヤクグリ，コマドリ，コルリ，ルリビタキ，トラツ

グミ，マミジロ，アカハラ，マミチャジナイ，ツグ

ミ，ヤブサメ，ウグイス，メボソムシクイ，キビタ

キ，オオルリ，エナガ，コガラ，ヒガラ，ヤマガラ，

シジュウカラ，ゴジュウカラ，ホオジロ，クロジ，

アトリ，マヒワ，ウソ，カケス，ホシガラス，ハシ

ブトガラス。

剣山は，国定公園であり，国および県の鳥獣保護

区に指定され，登山路・遊歩道も整備された県内有

数の鳥獣生息地であり，観察記録も多い。剣山の西
な ごろ

に位置する三嶺の名頃登山口に設置された国設鳥獣

保護区の案内看板には，「主な鳥類として，コガラ，

ゴジュウカラ，…コノハズク等７６種確認」との記載

がある。新しい記録では，今回調査員でもある三ツ

井の過去１０年連続した観察記録がある。これは今回
こ や だいらそん き さわそん

調査範囲を，旧一宇村・旧木屋平村・旧木沢村側に

やや拡張した範囲の記録だが７２種を確認している。

これらに比べると今回の確認記録５０種は少ない数

字となっている。しかしながら，今回観察範囲が限

定され，水辺環境も含まれないこと，また元々個体

数が少なく観察困難な種も多いこと等から，今回１

年の観察記録をもって，生息する種類数の減少とま

では言及できない。
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剣山以外にも，旧村を囲む三嶺，天狗塚，土佐矢

筈山，矢筈山，落合峠，烏帽子山，寒峰などでも，

回数は少ないながら観察した。これらの山々も山頂

部や尾根は丈低い草原・笹原が多く，山腹には落葉
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写真２ ミソサザイ 倒木に巣材を運ぶ

写真３ コマドリ 巣に餌を運ぶ

写真４ オオルリ 枝にとまりさえずる

写真５ アカハラ 登山道で採餌中

写真６ クロジ雄

写真７ 枝先でさえずるジュウイチ

写真８ カッコウ 縄張り争い中枝先にとまり牽制

写真９ マヒワ 残雪上の餌を求めて飛来

三好市「旧東祖谷山村」の野鳥生息状況／鳥類班
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広葉樹や針葉樹の自然林が分布している。これらの

環境を代表する種を次に記載する。

（１）カヤクグリ（写真１０）
いしづち

日本特産種で，四国では剣山と石鎚山系で尾根笹

原の低木林で少数繁殖している。今回調査では，６

月に牛ノ背のコメツツジが散在する笹原で１例観察

した。

（２）ホオアカ

四国では，繁殖期には，高標高にある草丈の余り

高くない草原・笹原に生息する。剣山，ジロウギュ

ウ，三嶺，塔丸，落合峠と旧村域で繁殖記録がある。

今回調査では，６～８月に落合峠，寒峰，天狗峠，
こ び そ やま

牛ノ背，および小檜曽山の尾根笹原でさえずる姿を

認めたが，過去に比べ遭遇が減ったように思われる。

旧村周辺の尾根の植生が，ススキから笹へ，草丈低

い笹原から草丈高い笹原へ，さらには草原から樹林
せん い

へと遷移が進んできていることも影響していると思

われる。

（３）ルリビタキ

剣山の項で言及した種だが，丸石，三嶺，天狗峠，

矢筈山では，今回調査でも繁殖期の生息を確認した。

（４）メボソムシクイ

これも剣山の項で言及したが，三嶺，天狗峠，矢

筈山では，今回調査でも繁殖期に生息を確認した。

（５）クマタカ（写真１１）

クマタカは，日本国内に生息するタカの中で最大

の種であり，留鳥として森林に生息し，その森林生

態系において食物連鎖の最上位に位置している。旧

村でも広い範囲で観察された。今回は繁殖に直結す

る観察記録はなかったが，過去には営巣や幼鳥など

が観察されており，今回も３月には波状飛行などの

求愛行動も観察された。また，秋にはサシバあるい

はカラスに威嚇追跡される様子も観察された。

（６）ヨタカ

夏鳥として里山から山地森林に渡来し繁殖する。

主に夜活動し，上空を飛ぶ昆虫を捕食する。「キョ

キョキョ…」と連続したさえずりで生息確認される

ことが多い。かつては普通種とされたが，近年その

生息は激減しており，２００４年に実施した阿波学会の

木沢村調査ではその生息が確認できなかった種であ

る。今回調査では，数回の夜間観察の中で，６月の

み ぶち

深淵から落合峠でのみ，にぎやかな複数個体のさえ

ずりを確認した。
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２００５年１２月から２００６年３月にかけて，旧村域では
きょうじょう

雪が多い冬であった。徳島地方気象台による京上の

記録では，１２～３月には日最低気温が０℃未満の冬

日が８６日あり，降水量は平年の３５５.５�に比べ６３１�
と多量であった。そのためか野鳥の姿も少なく，３

月５日になっても和田，京上，下瀬の集落でピラカ

ンサの実が多量に残っていた。

ツバメ，スズメ，ムクドリ，ドバトは主にヒトの

生活空間に近い所を生息域とする野鳥である。農作

業や過疎化等との関連で，阿波学会調査において，

毎回留意している調査項目である。

徳島県におけるツバメの渡来初認日は，３月上中

旬であるが，今回の調査では，４月８日が初認であっ

た。帰巣行動の模様で，菅生や落合の民家軒先の巣

の周囲を飛び交っていた。営巣は菅生，久保蔭，京

上，新居屋で確認した（写真１２）。

写真１０ カヤクグリ 枝先にとまって警戒

写真１１ クマタカ 谷から舞い上がってきた

阿波学会紀要 第５３号（pp.４３―５５）２００７.７

��

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／阿波学会紀要／第５３号／５　鳥類班  2007.07.12 10.41.10  Page 47 



同じツバメ科の鳥にコシアカツバメとイワツバメ

がいる。

ツバメより遅れて渡来するコシアカツバメも，民

家の軒下や橋桁の下などに徳利形の巣を作り繁殖す

るが，近年県内での営巣が激減している。今回調査

では，旧役場および周辺の家屋には巣跡が多数残っ

ており，また樫尾ではしっかりした巣も確認したが，

鳥の姿を見ることはなかった。

イワツバメは徳島県南では越冬群も観察される

が，当地では夏鳥であり，東祖谷中学校と落合小学

校で営巣を確認した（写真１３）。東祖谷中学校では，

文化祭を「飛燕祭」と名付け長年イワツバメを大切

に保護しており，今年も１００巣を超える集団繁殖地

となっていた。しかし，時にヘビに巣を襲われるこ

ともあるとのことで，６月に訪れた時にはピロティ

の天井角の巣がヘビに襲われ床に落とされていた。

一般に県内で最も普通種とされるスズメだが，今

回調査では確認されなかった。阿波学会調査では初

めての経験である。スズメは人の生活，特に稲作と

の関連が窺われる種であり，過疎化が進み，旧村内

および近辺でもほとんど稲作が行なわれていない現

状の反映であろう。

ムクドリとドバトも観察されなかった。ムクドリ

については，１９８８年の上那賀町調査では記録されて

いるが，２００１年の佐那河内村，２００３年の美郷村，２００４

年木沢村でも記録されていない。
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旧村の水辺環境としては，祖谷川の本支流の渓流

とダム湖がある。これら水辺を主な生息環境とする

野鳥は，種数，個体数ともに少なかったが，その中

で代表的な種について記載する。

ヤマセミは，日本産カワセミ類の中で最大の種で

あり，豊かな清流の指標となる留鳥である。過去に

は，旧村内各地で観察されているが，今回調査では，

名頃および深淵と，比較的限られた範囲で観察され

たのみであり，生息数の減少が推察される。原因と

しては，「１．はじめに」で記載したような河川状

況の中で，採餌環境である魚の生息する淵や，餌と

なる魚の減少，また，営巣環境である大きな土崖の

減少などが想定される。

オシドリ（写真１４）は主に冬鳥として渡来し，山

間の渓流やダム湖に生息し，カシやナラのドングリ

を主食とする小型のカモである。旧村内でも渓流や

ダム湖で小群が観察された。１９９９年の神山町および

２０００年相生町の調査では繁殖が確認されている。今

回調査でも，５月に名頃ダム湖で，７月には深淵で

複数個体が確認されており，繁殖している可能性が

窺われる。

カワウは，近年，日本各地で個体数や生息域を急

写真１２ ツバメ 軒下の巣に雛

写真１３ イワツバメ 軒下で巣作り中

写真１４ オシドリ 早朝に湖面を泳ぐ
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��

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／阿波学会紀要／第５３号／５　鳥類班  2007.07.12 10.41.10  Page 48 



速に拡大しつつある種である。今回調査でも，１例

だが，深淵の松尾川ダム湖で潜水採餌する１羽を確

認した。県内では最高地点での生息記録と思われる。
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春に渡来し，日本各地の山林で繁殖した中型のタ

カのハチクマやサシバは，秋になると南の越冬地へ

移動する。天候や地形など，飛行に好適な条件を選

択する結果，「渡りルート」と呼ばれる，多数のタカ

が通過する経路が存在する。旧村内でも過去に三嶺

や京柱峠で多数のタカの渡りが観察されている。今

回も，秋季に，剣山，三嶺，京柱峠，落合峠および

桟敷峠で観察したところ，剣山および京柱峠で多数

のタカ渡りを記録した。京柱峠では９月３０日（６：３０～

１１：５４）にサシバ８１羽，ハチクマ，ハイタカ，オオ

タカ各１羽が県境を越えていった（写真１５）。剣山

では１０月８日（１１：４０～１３：１０）にサシバ８９羽，ハチ

クマ２羽。１０月９日（１４：００～１７：３０）にサシバ１５２

羽が，見ノ越や丸笹山を，東から西へ越えていった。

	�
����

ソウシチョウは本来中国南部，東南アジアからヒ

マラヤに分布する野鳥である。国内では江戸時代か

ら飼い鳥として輸入され飼育されていたが，１９８０年

頃から飼育下から逃れた個体が野外で繁殖するよう

になり，関東・近畿・九州で生息域を拡大してきた。

県内での生息記録はこれまで希であったが，今回調

査では剣山で５月と７月に，名頃で１０月に２回，群

れの生息が確認された（写真１６）。本種の生息環境

は主に笹薮であり，類似環境に生息するウグイス，

コマドリ，コルリとの競合が危惧されている。

�������

鳥類調査に伴って観察された哺乳類も記録した。

山地森林環境のある町村でのこれまでの阿波学会調

査では，１０種前後が記録されているが，今回の調査

では別表２の７種を確認した。なお，前述の三嶺登

山口看板には，「主な獣類として，ツキノワグマ，ニ

ホンカモシカ，ニホンザル，ムササビ，ヤマネ，タ

ヌキ，アナグマ，イノシシ，ニホンジカ，キツネ等

１５種確認」との記載がある。さらに見ノ越の案内施

設には，剣山に生息する哺乳類として展示されてい

る剥製に上記以外にノウサギ，イタチ，テンがあっ

た。

今回観察された哺乳類の中で，観察頻度が高かっ

たのはニホンジカであり，特に祖谷川の南の地域で，

姿，鳴き声，生息跡ともに多数が確認された。

�����

三好市「旧東祖谷山村」において，２００５年１２月～

２００６年１１月にかけて野鳥生息状況を調査し８５種の野

鳥を記録した。この種数は，１９９０年以降に実施した

阿波学会調査町村の記録としては，北島町の８４種に

次ぐ少ない記録であった。これは県内最少面積の北

島町に比べ２５倍以上と広大な旧村域だが，平地が無

く水辺環境も乏しいことの反映と思われる。一方，

徳島県で最高標高域にあることから，他地域では観

察が希な山地森林性の野鳥が比較的普通に観察さ

れ，これは旧村の大きな魅力となっている。徳島県

版レッドデータブック記載種も，ミゾゴイ，オシド

リ，ミサゴ，ハチクマ，オオタカ，ハイタカ，クマ

写真１５ サシバの群れ（タカ柱）

写真１６ ソウシチョウ ブッシュの中で枝移り

阿波学会紀要 第５３号（pp.４３―５５）２００７.７
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タカ，ハヤブサ，ジュウイチ，ヨタカ，ヤマセミ，

オオアカゲラ，サンショウクイ，カヤクグリ，コマ

ドリ，ルリビタキ，メボソムシクイ，ホシガラスの

１８種が記録された。

過去の記録や自然環境から推察して，生息してい

るであろうと考えられた種で，今回確認されなかっ

た種がある。スズメについては前述した。コノハズ

クやフクロウ等のフクロウ類は，夜行性のため観察

頻度が少なかったことも考えられる。ツミ，カワセ

ミ，エゾムシクイは２００５年には記録があるが，もと

もと当地域では生息数が少ない種である。生息数の

減少や，地域における絶滅も危惧されるところであ

るが，１年の調査でそこまで言及するには無理があ

り，環境の変化と併せ今後とも観察を継続したい。

����

２００５年１２月から２００６年１１月までの約１年間の観察

記録から，種の行動・生息環境などで代表的な記録

を，１種について２件までとして「別表１ 三好市

旧東祖谷山村野鳥目録」に記載した。その内コジュ

ケイとソウシチョウは，日本鳥類目録に従い外来種

として区別した。種名の下の行に，左から，西暦年

下２桁/月/日，個体数，地名，メッシュ番号，地上

標高（m）の順に，さらに次の行に，環境または行

動などを記載した。

また，野生哺乳類の記録についても，同様に「別

表２ 三好市「旧東祖谷山村」獣類目録として記載

した。

調査参加者

笠井正，柴折史昭，東條秀徳，中川澄男，三ツ井政夫，

三宅武，吉成宏征

写真撮影者

写真１，２，３，５，６，７，８，９，１０：三ツ井政夫

写真４，１１，１２，１３，１４，１５：東條秀徳

写真１６：中川澄男

文 献
叶内拓哉・安倍直哉・上田秀雄（１９９８）：『山渓ハンディ図鑑７
日本の野鳥』．山と渓谷社．

環境庁自然保護局野生生物課（１９９３）：『日本産野生生物目録―

本邦産野生動植物の種の現状―脊椎動物編』．自然環境研究
センター．

�日本野鳥の会愛媛県支部（１９９２）：『愛媛の野鳥 観察ハンド
ブック はばたき』．愛媛新聞社．

中国四国農政局徳島統計・情報センター（２００４）：『徳島農林水
産統計年報』．徳島農林水産統計協会．

東條秀徳（２０００）：神山町の野鳥生息状況．阿波学会紀要第４６
号，４５～６４頁，阿波学会・徳島県立図書館．

東條秀徳（２００１）：相生町の野鳥生息状況．阿波学会紀要第４７
号，６５～８４頁，阿波学会・徳島県立図書館．

東條秀徳（２００４）：美郷村の野鳥生息状況．阿波学会紀要第５０
号，３５～４６頁，阿波学会．

東條秀徳（２００５）：木沢村の野鳥生息状況．阿波学会紀要第５１
号，５５～６７頁，阿波学会．

徳島県（１９９６）：『徳島県環境資源図（現存植生・土地利用図）』．
徳島県．

徳島県農林水産部林業振興課・�日本野鳥の会徳島県支部：第
１章鳥獣生息分布調査ヤマセミ．第７次鳥獣保護事業におけ
る鳥獣生息状況の調査報告書，１～７頁，徳島県農林水産部
林業振興課・�日本野鳥の会徳島県支部．

徳島県版レッドデータブック掲載種検討委員会（２００１）：『徳島
県の絶滅のおそれのある野生生物―徳島県版レッドデータ
ブック』．徳島県環境生活部環境生活課．

徳島県（２００５）：『徳島県鳥獣保護区等位置図（平成１７年度）』．
徳島県．

日本鳥類目録編集委員会（２０００）：『日本鳥類目録（改定第６版）』．
日本鳥学会．

日本野鳥の会徳島県支部目録部（１９８８）：『徳島県野鳥目録』．日
本野鳥の会徳島県支部．

増谷正幸ほか（１９８９）：上那賀町の鳥類．郷土研究発表会紀要第
３５号，３１～８１頁，阿波学会・徳島県立図書館．

吉田和人（２００２）：佐那河内村の野鳥．阿波学会紀要第４８号，３７～
４４頁，阿波学会．

別表１ 三好市「旧東祖谷山村」野鳥目録

◎ ペリカン目 PELECANIFORMES
○ ウ科 Phalacrocoracidae

１ カワウ Phalacrocorax carbo

０６/７/２８ １ 深淵 ７７４５ ８８０
増水したダム湖で潜水。

◎ コウノトリ目 CICONIIFORMES
○ サギ科 Ardeidae

２ ミゾゴイ Gorsachius goisagi

０６/９/２ １ 深淵川上流 ７７１５ １１００
林道脇を歩く。

３ アオサギ Ardea cinerea

０６/４/９ １ 新居屋 ６７２１ ５００
川より飛び立つ。
０６/７/１７ ２ 深淵 ７７４５ ９００
ダム湖岸尾根のマツの枝に別々にとまっていた。

三好市「旧東祖谷山村」の野鳥生息状況／鳥類班
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◎ カモ目 ANSERIFORMES
○ カモ科 Anatidae

４ オシドリ Aix galericulata

０６/５/５ ３ 名頃 ６０１２ ９４０
雄，雌１。ダム湖を泳いで移動。快晴，８：００。
０６/７/１７ ２ 深淵 ７７４５ ８８０
早朝の湖面を泳いでいたが，下流へ飛去。

５ マガモ Anas platyrhynchos

０６/２/５ ８ 深淵 ７７４５ ８８０
ダム湖水面から飛び立ち下流へ飛去。
０６/３/２０ ４ 深淵 ７７４５ ８８０

◎ タカ目 FALCONIFORMES
○ タカ科 Accipitridae

６ ミサゴ Pandion haliaetus

０５/７/１７ １ 深淵 ７７４５ ８８０
曇り空の下，ダム湖上空高く飛ぶ。

７ ハチクマ Pernis apivorus

０６/９/２３ １ 天狗峠 ５７９６ １８００
南で帆翔後，高空を西へ飛去。
０６/９/３０ １ 京柱峠 ５６８９ １１３０
北尾根上空を東から西へ渡り飛行。

８ トビ Milvus migrans

０６/４/８ ２ 見ノ越 ６０３７ １４５０
車道に降りて採餌。
０６/１０/１４ １ 名頃 ６０１２ ９４０
ダム湖の水面上を飛翔。

９ オオタカ Accipiter gentilis

０６/９/３０ １ 京柱峠 ５６８９ １１３０
北尾根上空を西へ飛行。

１０ ハイタカ Accipiter nisus

０６/９/３０ １ 京柱峠 ５６８９ １１３０
上空を北から南へ飛行。
０６/１０/１３ １ 落合峠 ６７９５ １５５０
東へ飛行。

１１ ノスリ Buteo buteo

０６/４/８ １ 見ノ越西 ６０３６ １２２０
尾根の北に飛去。
０６/５/５ １ 落合峠（落合ハゲ） ６７９５ １６８３
東へ飛行。

１２ サシバ Butastur indicus

０６/９/２３ １ 菅生 ６７１７ １１２０
鳴きながらクマタカに威嚇飛行。
０６/１０/９ １５２ 剣山 ６０２７
２０羽前後の集団で西へ渡り。

１３ クマタカ Spizaetus nipalensis

０６/３/５ １ 和田 ６７４０ １０００
上空でディスプレイ飛行。
０６/９/２３ １ 菅生 ６７１７ １１２０
杉林から飛び立ち帆翔中にサシバに威嚇される。

○ ハヤブサ科 Falconidae

１４ ハヤブサ Falco peregrinus

０６/９/３０ １ 京柱峠 ５６８９ １１３０
上空高く飛行。

◎ キジ目 GALLIFORMES
○ キジ科 Phasianidae

１５ ヤマドリ Syrmaticus soemmerrngii

０６/４/８ １ 剣山 ６０３７ １６００
雄，登山道の近くをゆっくり移動。
０６/４/９ １ 深淵 ７７５５ ９４０
道路沿いにいたが，谷向かいの山林に飛去。

◎ ハト目 COLUMBIFORMES
○ ハト科 Columbidae

１６ キジバト Streptopelia orientalis

０６/４/９ １ 深淵 ７７４５ ８８０
大神社のスギの頂にとまっていた。
０６/１０/２８ ２ 名頃 ６０１２ ９４０
木の枝から飛び去った。

１７ アオバト Sphenurus sieboldii

０６/８/２６ ４ 見ノ越 ６０３７ １４５０
大木に飛来。
０６/９/３０ ３ 京柱峠 ５６８９ １１３０
上空を飛行。

◎ カッコウ目 CUCULIFORMES
○ カッコウ科 Cuculidae

１８ ジュウイチ Cuculus fugax

０６/５/４ １ 名頃 ６０１２ ９１０
晴れた未明に鳴き声。
０６/６/３ １ 深淵 ７７３５ ９４０
夕方から夜に鳴き声。

１９ カッコウ Cuculus canorus

０６/５/２５ ２ 剣山 ６０２７ １７７０
争う。
０６/６/４ ２+ 落合峠 ６７９５ １５２０
鳴きながら飛び交う。

２０ ツツドリ Cuculus saturatus

０６/５/４ １ 名頃 ６０１２ ９１０
晴れた未明に鳴き声。
０６/５/２１ １ 剣山 ６０２７ １７８０
午後に鳴き声。

２１ ホトトギス Cuculus poliocephalus

０６/５/２１ １ 剣山 ６０２７ １７９０
午後に鳴き声。
０６/６/４ ３+ 落合峠 １５２０ ６７９５
ツガの梢に止まったり，藪に飛び込んだり。

◎ ヨタカ目 CAPRIMULGIFORMES
○ ヨタカ科 Caprimulgidae

２２ ヨタカ Caprimulgus indicus

０６/６/３ ２+ 深淵 ７７３５ ９４０
夕方から大きな鳴き声。

◎ アマツバメ目 APODIFORMES
○ アマツバメ科 Apodidae

２３ アマツバメ Apus pacificus

０６/６/１１ １ 丸石の東尾根 ６００５ １６００
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南東から北東へ尾根上空を飛行。
０６/８/１２ ４ ジロウギュウ ６００７ １９００
上空飛行。

◎ ブッポウソウ目 CORACIIFORMES
○ カワセミ科 Alcedinidae

２４ ヤマセミ Ceryle lugubris

０６/３/２０ ２ 深淵 ７７４５ ９００
崖に巣作り中。
０６/４/８ ２ 名頃 ６０１２ ９４０
ダム湖の水面上空を低く飛ぶ。

２５ アカショウビン Halcyon pileata

０６/６/１９ １ 見ノ越 ６０３７ １４５０
駐車場の下からさえずり声。

◎ キツツキ目 PICIFORMES
○ キツツキ科 Picidae

２６アオゲラ Picus awokera

０６/４/６ １ 見ノ越 ６０３７ １４５０
枯れ木にとまったが，すぐに裏側に移動。
０６/５/３ ２ 落合峠 ７７０５ １３００
ブナ林

２７ オオアカゲラ Dendrocopos leucotos

０６/５/２１ ２ 剣山 ６０３７
２羽が争う。
０６/６/３ １ 天狗塚 ６７０６ １５００
ダケカンバやブナの林の尾根。

２８ コゲラ Dendrocopos kizuki

０６/１/９ １ 和田 ６７３０ ４９０
川沿いのスギ，カシ，ケヤキ林。
０６/８/１３ ２ 見ノ越 ６０３７ １４５０
サクラの幹をつつきながら移動。

◎ スズメ目 PASSERIFORMES
○ ヒバリ科 Alaudidae

２９ ヒバリ Alauda arvensis

０６/１０/１３ １ 落合峠 ６７９５ １５５０
渡りと思われる。南へ飛去。

○ ツバメ科 Hirundinidae

３０ ツバメ Hirundo rustica

０６/４/９ ３ 新居屋 ６７２１ ５００
店の前で飛び回っていた。
０６/６/３ ３巣 菅生 ６７４９ ７００
２巣に雛，１巣は抱卵中。

３１ イワツバメ Delichon urbica

０６/６/４ １１０巣 下瀬 ６７４３ ５５０
中学校校舎に営巣。ヘビに落とされた巣も１巣。
０６/６/４ １０巣 落合 ６７４５ ５８０
小学校校舎に営巣。

○ セキレイ科 Motacillidae

３２ キセキレイ Motacilla cinerea

０６/６/４ ２ 深淵 ７７４５ １０５０
雄，雌。バンガロー屋根裏に営巣。
０６/８/５ ２ 名頃 ６０１２ ９４０

ダムの中の砂地で歩いていた。
３３ ハクセキレイ Motacilla alba

０６/１０/１３ ２ 落合峠 ６７９５ １５５０
渡りと思われる。南へ飛去。

３４ セグロセキレイ Motacilla grandis

０５/１２/２９ １ 菅生 ６７４９ ７００
谷川の浅瀬に。
０６/６/３ １ 白井堰 ６０３０ ８００
水中を歩いていた。

３５ ビンズイ Anthus hodgsoni

０６/５/２１ １ 剣山 ６０２７
快晴。
０６/７/１５ １ 剣山 ６０２７
晴れ。さえずり声。

○ サンショウクイ科 Campephagidae

３６ サンショウクイ Percrocotus divaricatus

０６/９/３０ １ 京柱峠 ５６８９ １１３０
上空を東から西へ県境越え。

○ ヒヨドリ科 Pycnonotidae

３７ ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis

０６/９/３０ ８４ 京柱峠 ５６８９ １１３０
渡り。８羽，６羽，７０羽の３群。
０６/１０/２２ ５ 深淵 ７７４５ ８８０
神社の木に１羽，対岸スギ林に４羽。よく鳴く。

○ モズ科 Laniidae

３８ モズ Lanius bucephalus

０６/６/４ １ 深淵 ７７３５ ９４０
若鳥，電線にとまっていた。
０６/６/１１ １ 剣山 ６０２７ １７８０
雄，枯れ木の先にとまっていた。

○ カワガラス科 Cinclidae

３９ カワガラス Cinclus pallasii

０６/４/９ １ 深淵いちのせ橋 ７７４５ ９００
深淵川の岩の上で尾をピンと立ててとまる。
０６/８/５ １ 名頃 ６０１３ １０００
谷を下流へ飛去。

○ ミソサザイ科 Troglodytidae

４０ ミソサザイ Troglodytes troglodytes

０６/４/９ １ 深淵 ７７３５ ９４０
尾を立ててさえずる。
０６/６/６ ３ 剣山 ６０２７
倒木したに営巣。

○ イワヒバリ科 Prunellidae

４１ カヤクグリ Prunella collaris

０６/４/６ １ 見ノ越 ６０３７ １４５０
さえずり。低木にとまり警戒。
０６/６/３ １ 牛ノ背 ５７９４ １７５０
コメツツジが散在する笹原の中でさえずり。

○ ツグミ科 Turdidae

４２ コマドリ Erithacus akahige

０６/６/１２ ２ 剣山 ６０２７ １７５０
雄，雌がガガンボや小昆虫を運ぶ。
０６/９/２ １ 矢筈山 ７７０６ １６００
幼鳥。
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４３ コルリ Luscinia cyane

０６/５/１ ４+ 見ノ越 ４０３７ １４５０
０６/６/１１ １ 丸石谷 ６０１３ １０７０
雌，笹が生えた薄暗い林床を鳴きながら移動。

４４ ルリビタキ Tarsiger cyanurus

０６/３/１１ １ 深淵 ７７４５ ８８０
大神社社叢端の小木にとまりよく鳴いていた。
０６/６/１１ １ 丸石 ６００５ １６００
雌，尾根で枝移り。

４５ ジョウビタキ Phoenicurus auroreus

０６/３/５ １ 佐野 ６７６０ ７２０
雄，道端のブロックの上にとまっていた。
０６/３/１１ １ 深淵 ７７４５ ８８０
雄，ダム湖畔ヤナギにとまっていた。

４６ ノビタキ Saxicola torquata

０６/４/９ １ 深淵 ７７４５ ８８０
雌夏羽，ダム湖畔のネコヤナギにとまっていた。
０６/１０/１３ ２ 落合峠 ６７９５ １５５０

４７ トラツグミ Zoothera dauma

０６/５/２０ １ 剣山 ６０２７
登山道で採餌。
０６/１１/５ １ 三嶺 ５０９０ １１９０
原生林の中，谷を渡り飛ぶ。

４８ マミジロ Turdus sibiricus

０６/９/３０ ４+ 剣山 ６０２７ １８００
オオカメノキの実を食す。
０６/１０/９ ４+ 剣山 ６０２７ １７５０

４９ クロツグミ Turdus cardis

０６/６/４ １ 深淵 ７７４５ １０００
雄，早朝に尾根の枝先で囀る。
０６/７/１６ １ 名頃 ６０１２ ９４０
下草の中で鳴いていた。

５０ アカハラ Turdus chrysolaus

０６/５/１ １ 剣山 ６０２７ １７３０
雄，水場の枯れ木にとまる。
０６/９/３０ １ 剣山 ６０２７ １７５０
若鳥。登山道脇の小枝にとまる。

５１ シロハラ Turdus pallidus

０６/１１/１２ １ 丸石パークランド ６０２３ １０１０
アキグミの赤い実を採餌。

５２ マミチャジナイ Turdus obscurus

０６/１０/８ １ 落合峠 ６７９５ １４８０
シリーッと鳴いて木の枝に飛来。
０６/１０/９ ２ 剣山 ６０２７ １７５０
グミに集まる。

５３ ツグミ Turdus naumanni

０６/４/６ ７+ 見ノ越 ６０３７ １４５０
枝にとまってぐぜる。
０６/１１/５ １５+ 三嶺林道 ６００１ １２５０
ミズナラ林の梢に。

○ ウグイス科 Sylviidae

５４ ヤブサメ Urosphena squameiceps

０６/５/４ ２ 三嶺林道 ６０１１ １０００
早朝にさえずり声。

０６/６/１１ ４ 丸石谷 ６００４ １２２０
幼鳥，下層植生が笹の混交林から飛び立ち移動。

５５ ウグイス Cettia diphone

０６/１/２９ １ 下瀬 ６７４３ ５５０
墓地のシキミ立木で枝移り。
０６/３/２０ ３ 深淵 ７７４５ ９００
さえずり声。

５６ シマセンニュウ Locustella ochotensis

０６/６/４ １ 深淵 ７７４５ ８８０
川沿いのブッシュの中でさえずる。

５７ メボソムシクイ Phylloscopus borealis

０６/６/１１ １ 剣山 ６０２７ １８７０
虫をくわえナナカマドの枝にとまっていた。
０６/７/１７ ２+ 矢筈山 ７７０８ １８００
モミの生えた尾根混交林でさえずり声。

５８ センダイムシクイ Phylloscopus coronatus

０６/５/４ １ 三嶺林道 ６０１１ ９５０
広葉樹二次林で，早朝にさえずり声。
０６/７/３０ ２ 名頃ダム ６０１２ ９６０
葉の陰でさえずる。

５９ キクイタダキ Regulus regulus

０６/２/５ １ 深淵 ７７４５ ９００
車道沿いの杉にカラ類と混群。
０６/２/１８ １ 寒峰 ６７５３ ８７０
スギ林。スギの高枝を鳴きながら枝移り。

○ ヒタキ科 Muscicapidae

６０ キビタキ Ficedula narcissina

０６/６/１１ １ 丸石谷 ６００４ １３００
雄，混交林尾根。
０６/６/１４ ２ 剣山 ６０３７ １５５０
樹洞に餌を運ぶ。

６１ オオルリ Cyanoptila cyanomelana

０６/４/９ １ 竜宮崖公園対岸 ６７２０ ５００
雄，木の梢にとまる。
０６/５/４ ２ 白髪山登山道 ５０９０ １２３０
雄２羽が，ハンノキ林で争っていた。

６２ エゾビタキ Muscicapa griseisticta

０６/９/３０ １ 京柱峠 ５６８９ １１３０
電話の中継アンテナにとまる。

○ カササギヒタキ科 Monarchidae

６３ サンコウチョウ Terpsiphone atrocaudata

０６/７/３０ １ 深淵 ７７５５ ９２０
谷川沿いの落葉広葉樹の枝にとまっていた。

○ エナガ科 Aegithalidae

６４ エナガ Aegithalos caudatus

０６/１/２９ ３ 霧谷口 ６７５９ ７７０
日が当り始めた落葉樹林でカラ類混群で餌探し。
０６/４/９ ２ 深淵 ７７３５ ９４０
数本の倒木で採餌。

○ シジュウカラ科 Paridae

６５ コガラ Parus montanus

０６/７/３０ １ 落合峠 ６７９５ １４８０
水浴する。
０６/８/１３ ２３ 見ノ越 ６０３７ １４５０
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群れになって枝から枝へ移動。
６６ ヒガラ Parus ater

０６/７/１７ ２+ 矢筈山登山道 ７７０７ １６３０
モミ林。カラ類若鳥混群。
０６/７/１６ １５ 名頃 ６０１３ １０００
混群となって木の枝を移動。

６７ ヤマガラ Parus varius

０６/１/２９ ３ 霧谷口 ６７５９ ７７０
日が当り始めた落葉樹林でカラ類混群で餌探し。
０６/４/１６ ２ 見ノ越 ６０４６ １４５０
採餌しながら移動。カメラレンズにとまる。

６８ シジュウカラ Parus major

０６/８/２６ １ 小檜曽山 ５６７９ １２１０
幼鳥。スギ林の尾根の広葉樹で枝移り。
０６/８/２６ ２０ 見ノ越 ６０３７ １４５０
混群で枝から枝へ移動。

○ ゴジュウカラ科 Sittidae

６９ ゴジュウカラ Sitta europaea

０６/７/１７ ２ 矢筈山登山道 ７７０６ １６００
尾根のモミ混交林。枯れ木で餌探し。
０６/８/２５ ５ 見ノ越 ６０３７ １４５０
混群で枝から枝へ移動。

○ メジロ科 Zosteropidae

７０ メジロ Zosterops japonicus

０６/４/９ １ 新居屋 ６７２１ ５００
ウメの花にとまっていた。
０６/９/２３ １ 菅生蔭 ６７３８ ８００
広葉樹二次林。

○ ホオジロ科 Emberizidae

７１ ホオジロ Emberiza cioides

０５/１２/２９ ２ 菅生蔭 ６７４８ ７８０
積雪のある枯れた草地。
０６/７/１７ １巣 桟敷峠 ７７６５ ９９０
道沿いの草地で営巣。

７２ ホオアカ Emberiza fucata

０６/６/３ １ 牛ノ背 ５７９５ １７５０
笹原の中の岩の上で囀る。
０６/６/４ １ 落合峠 ６７９５ １５２０
峠の笹原。

７３ カシラダカ Emberiza rustica

０６/２/３ １０+ 深淵 ７７４５ ８８０
７４ ミヤマホオジロ Emberiza elegans

０６/１１/４ １+ 栂峰 ６７１１ ７８０
雌。道端の水路から飛び発ちブッシュへ隠れる。
０６/１１/１８ ２ 高野 ６６６８ ７９０
雄。森林伐採後の切り株やタラノキにとまる。

７５ アオジ Emberiza spodocephala

０６/１/２９ １ 平 ６６５９ ４５０
雄，車道沿いのスギ，コナラ混交林の林床。

７６ クロジ Emberiza variabilis

０６/８/１２ ２ 剣山 ６０２７ １７７０
雄１若１，下層植生が笹の疎林。
０６/１０/９ ２+ 剣山 ６０２７ １７５０

○ アトリ科 Fringillidae

７７ アトリ Fringilla montifringilla

０６/２/５ １５０+ 深淵 ７７４５ ９５０
スギ林の梢に群れ。
０６/４/９ ４５+ 深淵 ７７５５ ９３０
落葉樹数本に群れてとまっていた。

７８ カワラヒワ Carduelis sinica

０５/１２/２９２０+ 菅生蔭 ６７３８ ７８０
いやしの郷周辺のナラの梢にとまっていた。
０６/４/２９ １ 新居屋 ６７２１ ５００
電線にとまっていた。

７９ マヒワ Carduelis spinus

０６/２/５ １５０+ 深淵 ７７４５ ９００
カラマツの梢でにぎやか。
０６/６/１２ ６ 剣山 ６０２７ １７５０
ダケカンバの新芽を啄ばむ。

８０ ウソ Pyrrhula pyllhula

０６/４/８ ７+ 剣山 ６０３７ １６００
コメツガ林の林床に降りる。
０６/４/１６ ３ 剣山 ６０２７
登山道で採餌。

８１ イカル Eophona personata

０６/１１/５ ５０+ 三嶺 ５０８０ １３２０
カツラなど大木の多い谷の樹上や地上に。
０６/１１/１８ ６ 高野 ６６６８ ７９０
森林伐採後の地上や広葉樹から飛び立つ。

○ カラス科 Corvidae

８２ カケス Garrulus glandarius

０６/３/１１ ８ 深淵 ７７４５ ８８０
２羽は社叢の高い木にとまり，周辺に６羽。
０６/８/２６ ２ 見ノ越 ６０３７ １４５０
モミの枝をつついていた。

８３ ホシガラス Nucifraga caryocatactes

０６/１０/９ １ 剣山 ６０２７ １７５０
ガーガーと鳴いて頭上を数回飛ぶ。

８４ ハシボソガラス Corvus corone

０５/１２/２９ ２ 菅生蔭 ６７４８ ７８０
電線にとまっていた。
０６/１/２１ ６ 名頃 ６０２１ ９４０
木の枝にとまって鳴いていた。

８５ ハシブトガラス Corvus macrorhynchos

０６/３/２１ ６ 和田 ６７４０ ４６０
木の枝にとまって鳴いていた。
０６/５/２ ３０+ 名頃 ６０１１ ９３０
イノシシ牧場周辺の山林に。

（外来種）
◎ キジ目 GALLIFORMES
○ キジ科 Phasianidae

コジュケイ Bambusicola thoracica

０６/３/２１ １ 和田 ６７３０ ４６０
対岸で鳴き声。
０６/６/４ １ 深淵 ７７３５ ９４０
大きな鳴き声。
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◎ スズメ目 PASSERIFORMES
○ チメドリ科 Timaliidae

ソウシチョウ Leiothrix lutea

０６/７/１５ ２ 剣山 ６０３７ １５００
０６/１０/２８１０± 名頃 ６０１３ １０００
谷沿い崖の低い雑木を鳴きながら枝移り。

別表２ 三好市「旧東祖谷山村」獣類目録

１ ヒミズ（モグラ目（食虫目）モグラ科）
０６/８/１２ １ 剣山
登山道に死体。

２ ニホンザル（サル目（霊長目）オナガザル科）
０６/１/９ ５ 京上 ６７３２ ５３０
国道沿いの斜面コンクリート壁を移動。
０６/１/９ １０+ 尾尻 ６７２１ ５００
積雪のスギ林に親子連れ。

３ ノウサギ（ウサギ目ウサギ科）
０６/５/３ １ 見ノ越 ６０３７ １３８０

２０：３５，快晴。国道沿い。
０６/９/３０ １ 久保 ６７３７ ６１０
AM５：１９，集落の東の国道。

４ ニホンリス（ネズミ目（齧歯目）リス科）
０６/９/２３ １ 菅生 ６７２９ １２２０
スギ植林地内の登山道を歩く。
０６/９/３０ １ 樫尾 ５７９９ ９００
広葉樹林内の車道を走る。

５ アナグマ（ネコ目（食肉目）イタチ科）
０６/５/３１ １ 剣山
広葉樹林林床を歩く。

６ ニホンジカ（ウシ目（偶蹄目）シカ科）
０６/５/３ １ 見ノ越 ６０３７ １２９０
２０：３８，快晴。国道沿い。
０６/５/４ ３ 三嶺 ６０００ １３３０
広葉樹林内の登山道。

７ ニホンカモシカ（ウシ目（偶蹄目）ウシ科）
０６/４/８ １ 見ノ越 ６０３７ １３７０
AM６：３２，国道沿い。
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